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、
店
業
良
川
門
担
備
事
業
安
へ
は
ど
、
必
山
久
作
が
議
ら
ど
し
き
ん
J

、と口
τし
け
れ
る
分
野
に
佼
伏
乙

L
て

優
先
的
に
4
J
絹
川
が
配
分
主
れ
る
な
ど
、
そ
の
配
分
沈
ム
ナ
も
内
定
化
L
て
い
止
。
こ
れ
は
、
町
一
議
員
乙
山
知
設
業
者
、
羽
一
ー
」
恒
川
叫
に
の
北
一
造

に
よ
る
1
りの
J
H
H
ら
丸
と
い
ん
一
c

と
こ
ろ
で
、

メ
リ
ハ
リ
の
つ
し
た
子
情
M
M
氏
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
式
み
は
、
小
泉
μ
ザ悦

rJh
人
J
D
t
＝
z
e〈
ず
で

I

C

L

－

R

）

も

本
氏
怪
の
叫
叫
L

、
保
山
静
六
守
一
叫
ん
長
J
r

一べとい
7
諸
賢
一
器
寸
房
副
長
吉
が
ム
下
与
し
こ
、
討
伐
構
造
改
革
に
恭
子
し
て
い
る

い
｝
、
ノ
代
ハ
1
v
J
A
u

、

－
（

t
l
v
i
 

ん
え
を

T
7一
一

7

E
司
王
臣
、

J
iい

ぺ
り
る
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
子
羊
を
編
成
「
る
L

は、

ヘ
ァ
プ
タ
ウ
ン
て
子
賞
一
一

Mtι
行
う
こ
と
が
五
裂
い
た
と

ど
え
り
れ
ι
j
d

そ
こ
で
い
』
同
閣
を
誌
で
〉
し
、
陸
相
・
蔵
姻
将
棋
蓄
を
采
め
f
、
財
政
枯
造
改
示
会
議
が
設
医
さ
れ
た
r

中
曲
」
川
恨
康
弘
、

竹
ド
な
、
呂
H
れ
よ
ロ
一
一
と
い
二
重
鎮
の
力
も
あ
っ
て
、
己
、
り
会
議
は
h
i
1
b
符
庁
り
ほ
？
れ
1
M

品
川
、
土
門
店
み
、

社
会
似
階
、
公
丸
投
’
段
、
防

O
D
主
、
民
林
水
曜
の
領
域
、
工

r
F皆
J

の
削
減
戸
標
な
決
め
zへ
と
こ
ろ
が
、

一
九
九
パ
七
年
に
京
気
が
三
速
に
忠
句
、
以

刑
訴
悩
政
比
一
、
！
？
を
の
一
囚
と
考
え
ら
れ
た
止
め
、
財
政
構
造
改
凸
は
引
挫
方
」
て
し
ま
コ
た
）

け
れ
f
y
色
橋
本
計
羊
で
は
、

は
川
済
防
政
諮
問
会
誌
の
一
試
庄
が
決
め
ら
れ
ず
円
、
諸
問
会
議
は
、

↓r魚
川
J

性
格
れ
け
や
イ
宅
J
事
政
、

山
川
悦
仕
と
、
予
算
編
成
の
茶
本
ト
刀
分
を
官
邸
主
r＃
で
？
札
め
る
こ
と
を
は
的
、
二

L
て
構
想
さ
れ
ヒ
ア
ド
ト
3

ケ
な
機
関
で
あ
っ
2
1

防
政

帥
肝
泣
改
革
会
誌
の
制
度
化
を
凶
ッ

に
お
、
こ
れ
に

u，y
告
編
成
権
を
去
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
大
蔵
省
β

反
流
し
、
一
什

財
政

: f＂人法学； S9汚 7')8fi7 [2什lυI) 
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＂児

み
ふ
れ
析
の
札
果
、
諮
問
会
議
、
り
役
割
は
、

F
時
前
吋
編
ば
り
某
本
↓
戸
J

計
等
以
紅
反
則
政
政
F

れ
に
悶
ず
る
草
山
雲
市
事
以
に
つ
い
て
、
内
閣
－

mm大

巨
与
の
許
問
に
応
h
v

て

ー
調
会
審
設

rる一」
ζ

」
内
閣
附
設
旦
甘
い
法
第
A

九
条
第
一
頃
）
と
さ
れ
た
、

ふ
方
、
財
必
省
校
内
A
法
で
は

の
削
減
に
反
付
す
る
じ
ト
ム
山
川
中
古
川
一
j

ら
の
民
三
が
強
ま
っ
た
り
さ
ら
に
、

i'r 

K 
京をと

主？？

9-* 
郎L
E立
~ 
!Fl 

Y、
C?: 
／ 

＂火

向
ノ＼
ヱミ」，，
G突
の
民

間
1時

·~ 
i主

日ぇ人法学i"" に 72.、何色、20](1

百合

財
務
省
の
所
不
同
小
川
務
と
V

J

て
予
算
決
官
制
度
の
ム
昨
今
苛
立
ム
ネ
お

o
び
わ
き
ノ
決
皆
一
れ
の
作
成
が
川
明
記
さ
れ
、
諮
問
会
誌
に
つ
い
て
は
門
及
さ
れ

仕
か
っ
た
ο

、
」
幻
た
め
、
訪
問
会
議
が
ど
の
日
立
ノ
に
陣
内
花
ず
る
の
か
は
明
暗
で
は
な
く
、
九
h
f
試
の
議
長
2
1

る
白
相
次
第
だ
と
考
ろ
り
れ

こ
こ
で
同
析
か
に
就
任
L
乙
小
東
は
、

諮
問
会
誌
や
活
用
し
γ
ト
ァ
ブ
ダ
ウ
ン
で
緊
倍
以
政
を
実
行
L
寸
7
ζ
L
に
n

こ
れ
I

九は
J
Y符

重
点
分
野
に
対
泌
を
焦
巾
し
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
支
出
古
利
減
す
る
4

リ
ハ
リ
ハ
二
ノ
レ
ヒ
予
宵
旧
制
此
を
一
ヤ
ー
た
め
、
対
務
省
p
h一

予
算
編
成
心
、
「
導
権
デ
↓
宥
r
子
っ
と

W

一
れ
に
は
対
務
省
か
抜
く
ぷ
hu仇
し
た
U

こ
の
よ
う
L

小
泉
以
憶
で
の
下
算
削
hkpど
め
ぐ
っ
て
は
、

つ
の
ハ
ヤ
リ
剖
mM
ん
行
ず
干
し
た
ν

仏
弟
子
に
、
緊
縮
財
政
を
進
め
る
小
泉
汁

中

J

山
内
議
長
・
討
筏
省
と
、

反
対
千
三
匂
f
J
山

宮

川

λ＇. 

外÷

ιj川
再
編
成
の
ー
し
司
防
相
を
奪
レ
ザ
っ
と
す
る
竹
中
民
間
議
長

と
、
そ
れ
H

抵
I

札
「
る
財
務
省
と
い
う
い
町
山
判
で
あ
る
つ

第
一
の
い
討
に
V

川
刊
で
は
、

小
泉
・
竹
咋
・
財
続
中
日
が
l

J

党

省

U
2ど
抑
、
三
込
ん
だ
よ
う
に
札
え
る
代

公
共
事
業
費
日
大
府
間
削
～
品
、
ぷ
J
緊

い
刷
財
政
が
実
施
さ
れ
1
7

～
か
ら
さ
あ
る
v

け
れ
l
J
B

ハ
ハ
）
匂
ー
は
と
一
り
斗
i

夜
九
九
は
、
宗
気
対
比
一
の
た
め
桁
主
J
7
皆品川和
N

編
成
さ
れ
て
い
る
v

特
に
口
一
午
岐
に
は
、

小
長
は

回
依
一

C
お
円
討
の
ぬ
料
止
を
余
儀
江
く
さ
れ
に
ハ
戸
」
の
政
読
過
訟
を
記
述
す
る
い
一
乙
で
、
小
泉
の
緊
結
民
政
が
当
初
か
ら
崎
北
だ
っ
た

わ
け
と
は
な
く
、
景
気
の
主
化
に
よ
h
頓
投
ず
る
川
主
刊

JE山
Jコ
た
こ
と
を
ぶ
す
の
が
、
本
一
仙
の
円
仙
の
日
的
と
あ
る
」

な
お
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、

に
の
科
い
肢
の
緊
渇
川
町
政
争
一
実
施
す
る
の
か
に
つ
い
て
、

小
泉
乙
竹
中
と
で
は
志
ヒ
β

宍
沿
っ
と
い



二
こ
と
て
あ
る
ハ
こ
の
同
者
、
り
意
見
の
相
違
古
切
ら
引
に
し
た
？
ヰ
で
、
彼
ら
の
政
添
っ
動
を
、
彼
ら
の
政
治
則
さ
と
政
治
的
利
八
川
と

い
え
ノ
動
機
に
百
い
い
、
J

て
説
明
↓
る

次に」信州

の
対

υ一
執
に
つ
い
亡
で
あ
る
が
、
二
れ
に
関
連
、
以
て
政
治
学
者
心
内
一
M
m
mは
、
「
ド
ヂ
司
ー
は
、
マ
P
J
笈
編
成
の
、
中
一
γ
桜
目
叫
川

務
省
か
ぺ
J

訟
間
会
誌
に
曲
作
つ
ん
七
百
〆
？
？
）

コ
た
と
見
る
の
は
旦
計
か
も
1

／
れ
白
い
歳
出

権
力
の
川
フ
〆
ス
ポ
マ
ガ
つ
じ

の
削
減
に
げ
吋
官
財
政
を
日
山
口
却
す
」
、
で
は
、
諮
問
会
誌
の
民
閣
議
只
J
u
u
b
d
務
約
4
同
じ
方
山
中
一
向
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
向
討
が
汁
υ

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

対
係
に
な
け
れ
ば
、
そ
の
持
ハ
ベ
パ
一
ア
〆
ス
が
ど

b
b
に
伺
い
γ

い
る
か
は
明
ら
引
に
は
ぼ
ム
な
い
。
実
際
、
子
斜
編
成
の
作
業
円
旦
が
山
崎

財
務
省
の
力
は
落
ち
で
い
な
い
乙
心
克
解
も
根
強
い
。
河
者
が
刻
立
す
J
7
Q
争
心
が
N

牧
場
し
～
と
き
に
、
権
力
持
係
の
変

し
〕

化
が
明
ら
か
に
な
る
で
d

の
ろ
う
一
と
し
て
い
る
〈

ア

』

？

｝

戸

、

J
J
F
L

、

：’

7
7
i
一

こ
れ
は
財
務
有
の
組
織
伺
喋
（
本
梢
で
片
山
ご
れ
一
可
、
財
務
省
と
二
つ
相
識
に
と
コ
て
の
政
策
説
念
と
吋
ぶ
）

の
J
J
に
若
刊
し
h
t
H
h
昭一

で
忘
る
J

待
か
に
針
務
官
は
一
以
策
理
念
と
し
て
は
只
開
設
ぷ

ヘト
1
p
下

h

J

コケ
J
h
l
J

一

円

J
J
j／
p

h

l

、
し
し
同
じ
く
、

J
1
rに
じ
L

－
主
亡
、

1
5
1
r
q
、
亡
、
と

れた
E
4
1
Jヌ
J
Lよ
4

ノ
ト
2
r
p
L
V
L
f

り
も
れ
ど
も
財
務
や
む
政
治
的
利
訴
は
、

竹
中
ら
と
は
玖
う
方
向
を
内
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
d

予
算
？
を
つ
け
な
い
と
い
う
も
ロ
う
に
、

C
Jも泊
γ

し
ま
し
い
の
で
d

め
る
ハ

りハυワ」［
 

行CO
 

E
 

Q
 
5
 

h

ナみに

さ
旦
を
田
町
大
阪
に
行
使
で
き
る
状
況
が
、
で
計
い
勾
に
と
｝
て
は
出
ら
の
権
力
2
M
U
R
K
－
／
｝
な
る
た
め
、
一
肌

こ
こ
て
財
務
省
の
政
出
的
利
拾
に
つ
い
て
託
切
し
℃
お
こ
う
J

財
務
省
ム
下
川
河
の
力
の
源
泉
は
、

f
貨
の
査
定
品
世
間
以
に
あ
る
J

｝の

権
限
の
ゆ
、
九
三
、
子
ノ
h

す削比
υ
相
々
を
求
め
る
省
ー
庁
や
蕊
一
一
的
］
司
、
叩
刊
討
凶
作
旧
対J
し
亡
、
財
務
省
は
強
い
彰
響
力
中
」
持
つ
こ
と
が
で
き
k

る
U

ま

L

ぺ
、
ゃ
っ
ゆ
る
政
慌
の
五
施
に
は
FU

一日常
J

が
必
V

一
で
あ
る
か
ミ
エ
引
町
、
？
す
べ
て
の
政
ノ
十
一
の
片
殺
守
衰
の
し
惟
bv
撮
っ
て
い
る
；
も
一
円
、
九

る
、
こ
の
z
y
J

め
財
務
有
僚
に
と
っ
亡
は
、
省
け
の
7
P

金
支
山
八
一
す
べ
て
に

b
じ
る
一
」
伝
子
で
き
る
投
5
4
財
政
の
状

μ、

ま
っ
た
く
泌
じ
る
、
一
／
一
が
で
き
勾
い
緊
結
防
政
の
状
況
は
、
と
も
に
好
ま
1

）
く
な
い
ロ
あ
る
中
メ
ボ
に
は
ず
訴
を
つ
け
、
あ
る
安
求
に
は



＂児

そ
こ
て
ギ
稿
で
は
、
財
務
省
日
伊
予
算
一
編
ば
に
お
い
℃
、
均
衡
財
政
と
い
う
政
策
川
父
む
と
と
も
に
、
右
主
権
限
一
り
保
持
と
い
う
政
治
的

百合

利
話
十
一
地
点
求
、
〕
て
い
る
と
似
7
亡
、
子
官
制
点
過
か
の
分
析
な
行
う
こ
γ
y
～
に
ト
ー
る
じ
分
析
乞
一
也
、
ν
て
、
財
務
省
が
均
衡
財
政
と
い
う
政

篤
理
念
以

l

h
否
定
権
限
の
保
持
と
し
え
ノ
政
r
目
的
引
差
宇
一
辺
求
し
て
い
る
と
乙
が
一
小
さ
れ
る
し
さ
つ
に
、
政
λ

川
一
周
（
念
だ
け
で
は
な
く

政
治
的
利
口
に
も
自
υ？
る
こ
こ
と

4
7
持
編
ぷ
に
お
け
る
川
町
務
省
心
持
ー
力
が
れ
ア
ー
〕
た
か
ど
う
か
を
刈
断
ず
る
い
一
と
が
川
設
に
な
る

／
）
考
え
、
J

れ
る
、
結
論
を
先
に
記
f
f打
、
防
務
省
は
奇
定
山
低
限
を
p
t
v
お
う
こ
一
J
Q諮
問
会
議
の
動
き
に
聞
く
M
M
抗
し
、
そ
の
保
存
に
、

か
な
り
の
程
度
、
成
功

L
ー
一
～
。
、
｝
け
、
」
と
を
論
証
す
る
こ
与
が
、
上
小
柄
の
尽
の
目
的
で
あ
る
n

第
二
章

バ
倍
、
新
規
発
わ
一
一

C
兆

巧

什

の

堅

持

一

ハ

U
C
乙
け
の
マ

hrM再
編
成
辺
四
円

司
］
漬
新
捺
発
行
一
一
一

O
兆
円
枠

泉

財
政
十
小
字
・
国
債
品
川
訂
苑
高
を
削
減
す
べ
丸
一
だ
と
い
う
強
い
以
策
即
念
を
有

L
て
い

f

二
コ
ペ
ノ
一
h

田
川
の

E
z民
党
総

は
、
犯
の
候
補
が
景
’
気
」
汀
策
や
俊
光
し
則
改
山
一
到
に
桔
い
他
的
な
中
、

小
泉
は
梶
山
一
改
革
」
ど
優
先
し
、

一
つ
花
山
円
以
卜
に
約
制
「
る
こ
と
を

I
張

一号（
U

マ
イ
ア
プ
成
え
は
あ
コ
て
も
牡
ん
や
か
な
い
」
と
別
一
円
し
介

小
京
は
す
で
に
森
斉
削
が
首
相
の
時
－
J

引
山
政
敵
絞
z
ど
M
加
か
な
い
た
め
に
、
羽
規
凶
債
発
行
初
を
一
j
i
l

－
－
拡
円
以
内
山
抑
え
る
目
標

ユゼ政ム泊、
l

専
で
お
ら
山
「
べ
き
だ

L
Y

説
い
て
い
た
一

一
一
心
材
交
を
森
は
公
げ
入
れ
な
か
っ
と
乙
だ
が
、

り
の
一
介
i

反
当
初
予
情
で

は
金
山
肌
ン
ス
テ
山
安
定
化
の
た
め
の
交
付
同
債
の
現
金
州
、
げ
つ
な
く
な
る
な
と
特
綜
安
肉
i
ど
の
り
、
阿
倍
九
ん
行
制
は
一

）＇、
兆

ヘロ億

判
に
以
主
っ
た
の

つ
い
て
小
泉
は
、
ー
結
果
乙
し
て
そ
一
ノ
な
る
川
J

こ
、
事
前
に
政
治
的
志
刊
ひ
か
も

4
1
J
て
お
：
、
｝
乙
は
、
本
質
的

江
主
味
が
遣
う
、
「
H

円
陸
市
、
今
日
償
z人
。
必
「
後
修
す
る
時
；
か
く
る
〉
一
述
べ
に
い
た
υ

ー
も
ア
二
ー
へ
ハ
ソ
一
二
刊
十
べ
か
ら
は
？
が
ん
交
付

税
引
別
会
刊
の
佑
金
一
り
ド
ー
分
を
一
円
が
負
担
」
つ
る
、
）
Y

」
が
決
ま
〉
て
い
た
た
め
、

絞
一
械
的
白
山
試
算
で
は
戸
債
発
行
部
は
＝
一
一
抱
月
に
日
る
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l
y
」
児
込
ま
れ
で
い

一
つ
花
円
枠
川
目
、

か
な
り
リ
ス
ク
心
R

同
い
政
取
と
ん
仇
っ
て
い
た
の
て
あ
る
わ

総
裁
炭
き
で
h
叶
勝
、
ザ
た
小
泉
は
、

4
日
一
仁
は
の
一
的
信
一
五
明
演
説
で
、
士
ず
行
、
ハ
）
一

年
y

づ
，
食
で
凶
債
発
行
を
一
（
J

兆
川
門
以
卜
に
抑

え
る
と
明
一
円
、

さ
ら
に
鼠
出
の
微
校
、
J

？
に
H
h
p
し
に
よ
り
、

「過
T
r
A

の
出
令
の
冗
利
弘
い
以
外
の
歳
出
は
新
た
な
借
会
に
将
、
〔
J
t
J

怖いャ

の
H

三
j
p
に
を
、
そ
の
次
心
月
岡
崎
に
」
1
J

る
こ
述
べ
た
財
政
億
九
化

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
プ
ラ
イ
マ
リ
？
パ
づ
ン
ス
の
日
筏
な
げ
引
す
と
い
う
考
え
は
、
け
れ
叶
T
の
か
む
て
か
ら
の
宇
張
で
あ
っ
た
っ

ず
な
わ
ち
一
ァ
ラ
イ
マ
J
1
ベ
フ
シ
ス

（
北
佳
品
法
的
財
政
状
え
）

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

J
」

h
f

J
J
、FT
～

一
バ
－
兆
川
一
枠
引
所
信
衣
川
叶
培
、
14叫
に
山
間
り
込
ま
れ
に
h

）／）は

の
t
J
f
L
d

めっ
J
J

。ι

竹
中
に
こ
っ
ず
は

そ
も
平
一
も
百
官
洋
地
行
額
、
パ
う
の
は
、
反
山
U
J
説
収
の

で
あ
る
。
し
ゃ
が
っ
て
、
滋
山
川
と
殺
人
心
双
仁
川
が
変

い
う
の
も

化
す
る
巾
で
、
正
恥
似
た
る
活
情
託
行
数
は
大
き
く
ル
タ
円
ー
す
る
司
絡
を
科
二
L
l
q
る
〈
そ
の
主
芹
抑
制
に
コ

L
て
短
期
約
な
刊
川
憶
を
沿
げ
る
の

や
は
り
リ
ス
ク
の
あ
る
こ
と
で
余
っ
た
一
か
ら
で
↓
め
る
。

は
、
わ
か
り
や
寸
い
と
い
q

う
〆
リ
ァ
ト
が
た
る
一
方
で
、

竹
中
は
、
長
期
不
況
の
原
同
は

Lrr不
足
で
ば
ん
ホ
ノ
＼
サ
プ
ラ
イ
斤
イ
ー
に
あ
る
と
け
ん
T

」
い
に
そ
し
て
そ
の
た
め
、
不
良
品
目
梧
処
庄

や
比
制
緩
和
な
ど
の
構
造
r
以
不
が
不

l
分
な
ま
ま
で
は
、

い
く
ら
財
政
L

よ
る
需
要
抜
大
u

ど
れ
っ
て
令
、
そ
の
校
〆
什
活
性
化
の
幼
果
は

叩
パ
矧
的
な
も
の
内
と
と
ま
れ
、

引
政
赤
宇
ん
ζ

恋
化
さ
せ
る
だ
け
だ
と
ど
え
と
い
I
h
j

け
れ
と
も
い
川
け
牛
は
、
財
政
出
動
を
へ
＋
否
定
し
て
い

に
わ
り
で
は
必
い
）
術
品
改
r
旦
ー
と
並
行
し
て
、
注
当
深
い
松
市
民
省
内
を
行
わ
ね
ば
と
、
り
な
い
」
、
締
川
町
い
戸
別
政
（
り

ψ
一
全
化
は
必
山
宮

で
あ
る
が
、

そ
れ
は
時
間
寸
を
か

H
て
徐
々
に
、

そ
、
ぷ
し
計
河
的
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
極
端
な
ん
寸
圧
系
的
発
想
で
財
政
総
会
化

日
叫
〔
州
出
ノ
ゲ
体
を
失
速
さ
山
ぜ
る
こ
J

に
な
る
と
も
考
え
て
い

村
市
山
政
策
制
叫
ん
心
ば
、
財
政
↓
丹
法
一
本
槍
の
小
］
ぷ
と
は
以
、

主
打
、
い
は
咋
泣
凶
伐
を
民
優
先

ζ
L
つ
つ
、
叫
山
政
出
汁
珪
を
F

柑
だ
に
進
め
る
乙
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る

一
（
｛
～
兆
円
枠
J
V
一
提
案
1

〆
た
の
は
市
川

H

郎
財
務
大
出
三
、

空
ノ
ば
ャ
」
の
時
、

マ
の
捉
茶
に
小
泉
が

一J

、
一
L
f
 の
に
Jh
ぅ

こ
の
た
吟
塩
川
は
、
ー
－
J
伎
、
小
泉

y
F
J
5ぺ
ご
っ
兆
円
枠
の
一
町
持
」
／
一
倍
、
一
慨
に
下
張
ず
る
n

: f＂人法学； S9汚 7C,） お7j [2什lυI) 



＂児

ー
号
太
の
方
針

凶
人
の
民
阿
茶
聞
は
川
町
山
治
財
政
詰
問
会
議
の
発
足
当
初
か
ら
、
北
部
間
会
議
出
’
↓
γ
品
再
編
成
J

乞
去
丹
、
1

構
造
改
口
中
山
九
九
口
F
，Q
政
策
パ
ザ
ャ
針

百合

に
下
詳
JY乏
片
一
一
胤
ハ
対
す
る
こ
と
主
考
え
て
い
た
、
7

一
一
一
で
こ
む
の

策
λ＿： 
0-

" '-
L 

jギ
μ」

じ

1i 

阪人法学ioc '" 7G.、前12:zorn 

守
二
月
ヨ
の
花
開
会
議
で
民
阿
茶
U
ハは、

1
F党
編
成
与
に
お

い
て
、
諮
問
会
議
が
明
確
な
革
本
P

町
村
川
仁
基
づ
き
、
版
断
的
qhwwム
円
認
知
L

機
徒
、
町
岳
山
伺
γ
J
て
い
か
な
け
れ
ば
な
つ
な
い
」
仕
ど
こ
記
1

）

三
、
子
日
円
相
ぷ
の
改
羊
’
朱
今
、
提
出
じ
た
月

U
E
の
諮
問
会
議
で
は
麻
生
K
郎
符
円
前
川
町
政
政
策
判
υ
大
厄
か
仏
、
青
刀
、
ハ
円
け
を

日
途
に
一
川
『
j
t
K
C
L
川町
t

を
と
り
ま
J
め
る
い
一
、
ぐ
が
従
来
さ
れ
戸
、
こ
の
丘
引
中
一
各
市
古
川
の
重
円
、
池
宮
末
日
議
定
、
子
算
作
業
心
ぷ
本

的
指
針
」
こ
し
て
一
泊
用
）
、
概
算
安
求
基
準
心
作
成
に
反
映
さ
止
る
乙
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
民
同
議
員
は
、

九
ピ
パ
こ
ろ
I

九「山ア寸汀

L
重
点
化
計
J

ベ
き
歳
出
取
刊
し
〈
そ
の
規
校
生
吋
一

｝
ゲ
一
盛
り
込
ん
だ

予
算
ト
へ
料
一
宮
船
、
4
4
し、

コ
〆
、

7
L
h
N
7
L
 

円
ハ
体
的
な
公
判
弘
ま
で
張
り
込
む
、
一
と
に
日
h
p
l
y
r

中
山
主
一
財
務
大
臣
が
部
包
J

主一小
l
、
19r伯仲十人絹

7
1
7
：ぅ

？？
P
J
i
 
竹
京
の
与
川
訂

を
ま
と
め
る
こ
と
は
決
ま
っ
た
わ
そ
の
後
、
小
川
不
ト
阪
が
発
足
し
、
〔
怯
泌
則
子
以
段
取
桁
し
巾
」
十
九
田
川
と

dz
》
一
に
竹
中
ば
、

に
今
後
C，
h
快
プ
一
心
球
場
を
吉
良
一
込
み
、
小
唯
一
一
記
改
革
の
伊
令
芹
に
す
る
、
、
と
に

信
天
の
ん
幻
一

凶
｛
肢
の
諮
問
会
誌
を
経
て
、
た
け

ー
に
と
ど
子
〆
｝
め
ら
れ
た
「
件
太
の
ん
計
」
で
は
、

予
算
編
以
に
関
し
て
、

ひ
っ
二

4
段

JLY
算
で
同
債
の
新
制
司
法
行
組
を
一
口
兆
円
以
卜
に
抑
え
、

ム
の
絞
ブ
フ

f
マ
1
2
l
バ
ラ
ン
ス
の
黒
｛
マ
ル
山
中
日
野
2
す
る
こ
と
や
、

投
資
の
対
G
n
p
k
l
E
ニ
交
回
作
ふ
い
引
き
l
げ
る
こ
と
、
道
民
札
付
記
貯
均
J

ど
見
山
す
こ
と
ん
d

ど
が
明
記
さ
れ
た
c

ま
た
環
抗
、

品
齢
化
、
地
与
山
性
化
、
都
町
一
円
行
、
科
VY技
術
、
人
羽
古
1
氏、

の
七
分
苛
を
一
中
山
分
好
！
？
）
て
列
K
J
L
、
子
位
円

ト
ュ
弓
氏
？
又

VHJ

一キ
l
l
羊
千
円
丹
、

の
中
身
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
こ
に
し

こ
の
際
、
日
氏
冗
や
関
係
省
リ
の
意
売
は
ほ
乙
む
や
こ
れ
り
人
れ
ら
れ
主
か
コ
た
自
民

ML？
m
r

ら
は
京
消
h
r

一
頃
凸
？
る
も
の
の
、
出
識
の
高
い
支
拝
率
を
背
討
に

L
た
小
山
八
に
は
逆
ら
え
u
j
、

た一

二
ハ
日
に
役
夜
叫
同
定
さ
れ
た
。
も
っ
ζ

も
、
多
く
の
ヨ
氏
山
見
の
政
治
家
法
、
一
以
川
け
た
の
万
針
」
を
一
梓
議
会
の
門
山
｝
五
7
け
よ
う

「
廿
ぷ
の
方
針
を
了

↓本

L
、

ノ，、
十？ノ、

イム／

子



な
も
の
だ
ろ
う
の
校
か
、
り
い
く
ら
で
も
ひ
〉
〈
り
返
せ
る
と
い
う
程
！
民
山
し
か
見
て
い
な
か
ぶ

？

2
〉

P
円

7

M沿
M
U
jし

一守ーを
1

築
市
訓
笠
間
制
闘
と
し
、
と
の
期
間
は
川
均
し
て
一
ー
な
い
）

円
太
の
ん
け
，
判
L

に
併
せ
C
4
4日

Jm式
で
公
表
さ
れ
た
「
は
本
山
役
人
仏
の
川
行
一
ン
ナ
リ
オ
」
で
は
、
不
H
N
債
権
問
帽
い
の
解
決
を
日
指
す

%
引
時
反
の
低
成
一
プ
ム
に
な
る
と
の
一
見
通
、
に
か
小
さ

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

ト
ン
ブ
ダ
ウ
ン
ド
よ
る
概
算
要
求
基
準
の
決
A

以

景
気
が
依
送
一
f
J

る
中
、

－U
H
一
九
日
に
参
議
民
選
挙
を
生
え
、
つ
い
民
党
内
べ
か
ら
は
、

ん
門
め
、
丸
山
－
一
ゆ

4
e
T
V
打
つ
べ
き
だ
c

枚
目
前
け
ま
で
も
た
な
司
か
も
し
、
れ
な
い
司

げ
か
中
山
し
い

し
か
し
小
良
は
、

景
気
状
泌
を
よ
く
見
尽
き
心
云
ら
な
い
J
い
う
の
は
叶
然
で
お
る
し
、
粁
済
は
止
き
物
だ
か
ら
大

公
共
事
業
を
楕
み
滑
し
い
f

旬
、
減
杭
し

犯
か
ぺ
柔
軟
に

7dト一す
G
の
は
当
然
だ
わ

申日
J

気
が
市
周
年
れ
し
な
川

k

う、

出
川
正
予
Y
H
J
V
F｝

「
昨
作
中
主
的
山
主
調
会
長
）
と
羽
士
山
必
を

k
め
る
戸

て
景
気

E
後
半
則
一
や
や
ろ
、
？
と
い
う
の
が
、
う
ま
く
機
能
L
て
こ
z
d
九
三
た

ふ
以
治
と
し
て
、
一
以
府
と
し
づ
」
と
し
に
か
3

り
も
、

と
述

財
政
山
効
Jrfhu｛
ヒ
じ
た

参
議
院
選
挙
て
円
民
党
が
圧
勝
す
る
と
、

人
円
二
ヨ
り
諮
問
会
一
誌
で
小
泉
は
、
1

件
太
の
方
針
通
り
山
概
算
要
求
基
準
を
決
め
て

し
ま
二
J
「
v

会
議
で
は
林
工
和
五
計
M
d
l
A
が
、
て
ひ
兆
円
枠
を
ふ
干
説
ず
る
は
h

一
兆
円
の
歳
川
削
減
が
、
必
裂
で
と
v

雨
明
し
、
殺
賞
袋
求
基

持
の
段
附
で
士
ず
一
兆
川
一
つ
り
の
億
円
を
削
り
、
午
去
の
予
算
編
成
で
3
ら
に

さ
ら
に
読
？
γ

刈
新
聞
政
治
部

み
な
徒
一
小
、
了
号
、

「
自
民
り
兄
Jμ

王
子
ご
～
甲J
」
に
ぶ
る
と
、

の
関
係
費
ば
γ
%
削
減
、
ま
ア
ホ
ペ

数
j

に
つ
い
て
は
明
石
か
ら
つ
い
民
党
を
凶
っ

従
来
通
h
、
自
民
puy
の
政
調
会
長
や
札
抗
議
員
幹
部
ら
；
、
誠
科

L
な
が
り
概
官
泣
ぷ
ぶ
刊
を
策
定
L
ホ
う
こ
I

U

て
い
た
の
で
あ
る

ろ
が
氏
側
議
斗J
か
ら
、
亜
日
、
『
沼
町
C

川
口
ロ
ハ
〉
以
限
内
定
削
る
と
い
う
段
階
的
な
探
り
組

札一、
づ、ー
ま
ず殺
」町

ζ 政
i本書5
"" 高壬
た費
乙；ま
い X
二え｝ハり／... '" 
IVλ＼ 
務共
合十之
；立 ff

林
は
、
「

兆
円
」
／
一
崎
や
L
、
そ
の
他
日
一
分
野
で
し
斗
兆
円
を
削
削
減
す
る
こ
い
う
ー
一
川
町
を
ζ
（

ο父
、
さ
に
の
芭
ド
九
ど

: f＂人法学； S9汚 77) 87ス［2什lυI) 



＂児

が
山
さ
れ
た
の
そ
こ
で
小
泉
が

や
る
と
い
う
方
山
科
を

「
鉄
は
致
い
う
ち
に
れ
て
ゼ
。
却
の
反
対
は
為
る
が
、
諮
問
会
誌
で
決
め

山山、）た
K
4
が
い
い
L

と
ぷ
断
J
V」

F
甲乙ん
c

百合

お
問
会
議
の
ふ
叶
叶
間
川
十
役
、
：
し
て
h
l
の
リ
濯
ヨ
ベ

一
度
に
わ
1
7
～
3

て
本
脹
紋
即
時
務
主
務
次
P

円
と
什
件
、
ぃ
前
日
守
山
が
、
こ
れ

E
は
、
こ
て
v
A
1見
が
』
河
た
な
い
L

と、

小
一
民
に
敵
意
を
求
め
た

け
れ
ど
も
小
浪
は
、

「
諮
問
会
誌
で
決
め

T
U幻
で
や
〉
し
く
れ

／
五
品
川
不
し
ん

τ
三
れ
在
交
げ
ヘ
リ

般
政
試
は
川
字
、
を
町
mhリ
仕
え
3

一

引一

品
格
込
改
革
特
別
法
ぶ
t

品
げ
を
認
吟
Q
概
品
川
判
官
求
ト
ゃ
キ
か
規
立
一
J
M

決
定
さ
’
れ
ん
J
n

公
共
投
資
関
係
費
乙

万一

mJ成
こ

υ

（
〈
：
｛

じ
い
じ
に
、

一
中
ヴ
分
野
に
は

さ
ら
に
森
h
y
河
の
概
算
民
主
基
ヰ
で
校
門
ら
れ
式
、
守

進
め
る
い
一
と
宮
市
パ
俗
に
し
た
の

h

て
一
で
財
務
有
が

均
衡
財
政
と
い
う
政
策
苅
念
宮
市
寸
一
に
追
求
す
る
叫
ら
ば

小
泉
の
ト

y
f
ダ
ウ
〆

hv
歓
印
J
I
L

た
は
ず
で
丸
る
ぐ

と
こ
ろ
が

な
せ
か
小
泉
に
創
立
を
求
め
づ
い
る
〔
三
れ
は
与
え
へ
の
J

杷
慮
に
加
え

JP算
編
成
心
決
IU柊
古
諮
問
ん
討
議
に
会
わ
れ
る

こ
と
を
持
っ
た
土
陀
だ
と
州
枝
川
で
き
る
F

第
一
次
補
F
予
算

方、

J
J
F
V
一ゃれん
n
省
り
の
関
心
は
、
補
王
子
主
に
移
っ
て
い
た
、
古
市
（
占
川
返
慌
お
お
円
の
ト
へ
型
前
一
ー
を
L

と
い
λ
l
免
L

付
ど
聞
か
は
極
端

をと

~~··· l 
J 也、、
H
J
？
手
目
、
り
は
＝
不
気
対
波
J4＋
f
め

々
に
が
っ
と
c

麻
午
政
別
刷
会
白
い
は
、
構
造
改
藍
戸
川
J

な
い

ャ
れ
に
は
代
ム
ヤ
ー
も
、

「
統
一
ぺ
裂
が
十
泊
り
込
ん
で
い

G
持
に

「
情
泣
改
羊
だ
け
て
は
一

b
－
つ
一
一
｝
ム
「
ノ
ゾ
一
一
、
、
、
市
y
、同岬内

へ
て
ー
さ
千
九
O
B
I－
ノ

L

U

一；

会
長
の
『
市
小
J

丸
訟
誌
と
珂
じ
だ
」

J
L

九
十
一
小
泉
は
、
政
羽
の

店
内
I

J

い
）
財
政
制
約
の
i

で
も
、
景
気
を
円
以
く
す
る
方
作

%
 

は
占
め
る
は
ず
だ
u

各
ー
人
「
以
は
知
恵
を
絞
れ
1

／
一
議
設
立
制
引
を
品
川
ば
し
、
財
政
出
政
を
ボ
「
定
し
乙
n

（以人法学i＂＂に 78.＇、前＇＂ :zorn 1' 



八
月
八
ヨ
二
公
表
さ
れ
ι
七
月
日
完
全
失
業
率
は
斗
〈
ノ
ハ
%
で

政
的
が
調
査
な
始
め
IK

札
十
ハ
ム
I
以
米

最
恋
の
数
字
で

あ
っ
た
c

け
れ
p
v
t
小
泉
は
、

－℃、、

t
、

三
／
雲

の
五
設
を
H
い
る
と
か

12り
の
殺
で
民
闘
の
枯
中
一
次
草
川
’
進
ん
で
い
る
、
』
ん
み
り
で
勺

て
ー

ト

L

j 

、乙川
l
Lペハレ｝
7

しず
L

－

（
j

、

件
品
川
の
ト
終
に
も
1

株
叫
に
一
古
一
一
一
一
デ
｝
な
い
」

し
川
、
イ
』
？
〕

P

」
ム
l
m

、

’
j
i
l
l
 凹
九
月
期
の
実
質
経
沿
い
収
長
人
や
が
京
樹
立

マ
イ
ト
ヮ
、

0
・
八
%
仁
、
一
一
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス

（
一
二
月
期
、
一

戎
長
に
な
っ
た

小
川
は
山
間
止
マ
〆
貨
の
罰
ぷ
キ
ポ
ー
備
す
J

る
ド
で
一
ノ
指

4
1
）
た
七
だ
そ
の
J

中
umに
つ
い
て
は
、

司
、

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

極
用
品
険

η
増
額
や
失
業
者
の
り
就
H
M

明
支
出
故
人
位
こ
の
雇
用
対
策
血
一
＼
新

T
L育
成
を
打
と
す
る
よ
、
勺
主
め
、

一
ヘ
ノ
共
投
資
な
乙
に
よ
る

市
な
る
キ
川
辺
白
川
加
策
は
w
敢
に
附
刊
一
G
J

る：

さ
ら
に
ひ
年
度
に
つ
い
亡
も
「

E
債
発
行
績
を

m兆
円
立
て
に
抑
え
る
」

こ
明
一
斉

、／）
T
L
b
ヘハ

o

t皮
当
初
予
宵
で
の
均
債
発
行
績
は

八

兆

一

八

C
億
円
で
、
一
一
心
兆
円
枠
を
守
る

2
な
る
と
真
水
（
五
資
伶
人
数
～

主
ム

K〕
1

、、

l
v
J
J

ノノ

一
C
兆
円
粋
に

1
Z
た
わ
ら
チ
〈
、
て
い
い

じ
位
円
に
限
定
さ
れ
7

匂
し
、
一
の
た
ル
リ
党
か
ら
は
、

とい司
h

つt
m
J

が
日
以
ま
わ

目
指
す
し
〈
町
工
つ
は
お
ψ
吐
い
い
た
が
、

今
年
皮
は
お
｛
お
兆
四
い
が
リ
l
ズ

7
フ
ル
だ
と
r
U
H
1
2
」
2
禿

竹
中
J
心、

L
て
い
い
J

し
か
し
小

九
月
に
」
刈
に
は
竹
中
を
J

円
相
打
邸
L

呼
ん
で
、

一4
一

る
と
一
口
汁
て
い
る
の
だ
か
ら
余
計

h
h
Eを
一
百
う
な
L

と
強
い
刈

f
で
ム
叩
や
い
た
と
も
い
λ
l
u

一
部
兆
円
は
山
伏
し
て
緊
縮
て
は
た
い

（ 

ー
兆
円
作
は
）
守

泉
は
、

と
ム
下
張
し

と
こ
ろ
が
九
月

日
に
ア
4
り
カ
で
い
川
時
多
党
一
ア
口
が
ι
1
2
、
メ
の
ふ
す
リ
、

株
怖
は

h
v
同
ム
け
れ
ど
割
り
込
ん
だ
、
竹
中
は
、

え
の
「
安
易
な
川
町
以
拡
大
待
望
論
」
に
ち

マ
ヶ
口
れ
て
ば
淫
常
心

U
i一山々
、枯れどず、

令
咋
需
的
発
想
か
ら
一
例
iJP
一皆
h

L
反
対
）
て

い
た
財
務
省
に
も
J

J

す
る
こ
と
な
く
、

財
政
健
ん
作
山
山
A
f
勢
古
川
周
さ
な
し
ま
ま
で
、

ν
か
ヲ
〆
リ
ス
ク
凶
逃
の
た
め
行
此
切
伝
競
慌
の

ー針山ト
P4
肖
？
刃
忠
ル
い
じ
日
目
以
が
伸
び
日
い
た
め
、

川
附
止
子
教
が
必
変
で
あ
る
こ
日
附
し
て

い
～
｝
」
み
ご
ペ
J
L

一E
に、

『〆六

月

、
」
の
ま
ま
で

H

凶
依
先
行
宇
一
二
（
じ
兆
円
仁
抑
え
る
ご
〆
」
が
凶
鮮
で
あ
る
と

L
て
、
治
切
な
胤
伎
の
尚
正
予
算
が
必
ず
λ

と
の
考
え
を
小

泉
に
伝
え
ト
、
n

小
泉
は
、
平
木
叫
ん
ま
で
に
、
ど
の
仇
う
な
対
z
山
策
を
ζ

る
？
ぎ
一
川
案
を
考
え
て
は
し
い
」
乙
竹
中
に
指
不
し
た
／
一
い
う
U

（ま

口
三ミ

: f＂人法学； S9汚 70)87三［2什lυI) 



＂児

竹
中
は
、
米

4
肢
の
国
債
荒
行
JY
一

景
気
心
忠
化
乞
防
い
で
税
収
（
り
札
川
七
J
H
凡
人
を
州
、
凡
な
け
れ
ば
な
り
ム
↑
＼

。
兆
円
に
糾
え
る
に
は
、

ゆ
一
の
た
め
に
は
、
此
切
な
竣
棋
の
い
隅
正
予
住
外
出
J

必
huk
だ
と
い
う
担
百
で
、

山
一
円
戒
を
抗
得
、
〕
U

2

J

と
、
に
～
の
で
あ
ゐ

百合

け
れ
い
さ
も
、
炊
の
臨
時
国
会
い
提
出
さ
れ
z
l

～
補
正
子
算
案
は
、
雇
用
川
公
散
を
市
む
に
山
仁
川
伺
制
約
ム
一
必
円
一
経
治
対
決
分
と
、
J

て
は
ん
約

兆
トサ

公
共
事
業
は
追
出
さ
れ
な
か
う
ー
だ
ハ
ご
心
力
計
は

と
小
規
校
な
も
の
に
と
と
ま
h

（U
v
d
i
uに
什
川
畑
官
却
で
伐
の
ら

明
石
料
開
”

九
け
〕
巨
の
小
泉
の
指
↓
ぶ
に
。
り
刊
怖
さ
れ
て
一
得
止
チ
也
ん
は
ア
ロ
以
、
川
の
状
況
を
前

ピ
よ
る
こ

J
y
f吋
中
」
恥

1
r
；
 

件
ん
と
し
た
も
の
U

一
ア
ロ
伎
の
状
況
z
ぜ
踏
ま
え
て
、
対
応
合
孝
弘
九
日
付
れ
ば
は
ら
な
い
」
と
、

0
0
年
度
は
一
一

C
兆
斗
枠
i

亡
｝
だ
7

わ

ら
は
い
老
子
ピ
主
張
し
た
U

こ
れ
に
刻

L
H判
明
川
は
、
ー
変
更
L
U
J

る
と
止
る
ζ

、
小
浪
は
改
革
を
あ
き
ら
け
の
た
一
り
か
と
な
る
口
そ
う
な
る

と
万
山
間
乞
打
っ
て
小
良
次
松
山
間
攻
に
つ
な
が
る
、
rニ
ウ
兆
円
粋
の
堅
持
テ
主
校
し
、
小
泉
は
お
川
に
同
調
し
た
と
い

ゐ
方
、
竹
中
の
川
山
都
銀
で
は
、

ra仇
乃

ご
い
る
（
す
な
わ
ち
、
真
水
で
一
l

j

A

一
犯
川
市
一
械
の
補
正
予
宵
が
必
山
女

と
I
L
張
す
る
け
つ
中
に
だ
し
、
品
川
は
一
広
も
譲
ら
ず
、

最
後
に
ほ
っ
て
よ
う
や
く
、

兆
判
程
度
心
補
い
わ
な
ら
考
え
る
と
述
べ
た
メ

こ
で
訴
し
ム
円
い
は
終
結
さ
れ
ノ
ヲ
」
と
に
な
っ
た
む
だ
が
、

ム
間
後
に
f
v
t
川
は
新
町
一
氏

vnに、

一
兆
円
の
袖
L
予
算
て
ム
円
転

於

ιv、古一

1
ぐ
、
1
λ
ν

ず
／

兆
円
怖
ム
↓
γ鉾
ナ
ピ

ψ
J
E
の
一
本
土
し
て
認
め
ざ
る
J

旬
、
え
た

mM
う
た
っ
竹
作
は
、
こ
れ
が
老
料
立
政
治
家
の
や
り
方
な
の
か
、
と
田
口
う
た

2
い
う
J

こ
の
た
め
一
烹
ヨ
の
羽
刊
は
「
一
花
円
補

で
思
め
、
り
れ
、

竹
中
は
、

悶
内
の
川
仏
品
古
川
凡
せ
な
い
土
め
に
ら
、

こ
の
杭
中
の
記
述
で
は
、
小
E
T
h
が
〉
一
ち
り
の
主
張
を
い
文
民

L
E
い
z
l
h

の
か
は
ギ
別
で
あ
る
f

、

rvど
ほ
ヨ
1
0よ
3

h
小
↓
戒
が
一
一

。
兆
川
門
北
什
に
凶
執
、
J

て
い
？
一
ご
」
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（

モ
れ
ぬ
J

4

九
、
こ
の
場
と
は
、
自
身
の
y
f
J

え
を
表
明
、
ν
な
か
っ
と
の
か
も
ヲ
J

れ
な

umvμ

～hμ
、

ト
伊
川
が
山
口
刊
円
J

綿
花
vT独
断

小
説
は
が
υ中
で
は
九
午
、
品
川
に
同
調
’
ご
し
い

小
泉
の
永
認
入
吐
く
ー
）
て
、

己
決
め
た
こ
は
苓
え
に
く
い
J

（以人法学i＂＂に判、前 rn:zorn 1 ' 



日
出
債
＝

5
kん
円
枠
に
回
執
す
る
小
泉

IJ 

べι
I
l
」

J
l
－
η
中
斗
」

；
l
i
f－－
 

政
的
の
μ
H
去
が
け
見
通
ふ
を
マ
ィ
斗
ぇ
%
十
件
？
凌
に
卜
与
修
正
ぉ

2
0力
針

Jr明
ら
か
九

一の
z
y
J

め

九
パ
ヨ
心
政
市
川
白
ド
つ
い
八
削
船
山
設
会
さ
は
、
「
経
済
成
只
z
h
が
コ
イ
ナ
ス
で
本
当
に
し
い
～
で
す
か
」
（
恥
止
ゴ
ム
y
午
皮
の
ブ

7
ぇ
成
文
中
広
成

と
、
財
政
品
以
JZF4

ぶ
め
る
戸
が
卜
が
っ
2
1
0

は
亦
一
計
百
に
厳
し
い
状
況
花
。
こ
の
子
お
い
J

規
杭
で
い
い
の
か
L

（f

J
1
3
〉

L

ト；：

lu！？ヤ
μρ
〆
二
必

大
規
桟
な
景
気
対
策
を
求
め
る
l
F
v
d
l
が

J
L
い
に
ハ

U
v山
か
ら
ー
パ
兆
判
見
絞
り
ょ
係
正

γ
川
昇
を
止
め
て
い
た
一
V

治
組

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

ム
八
九
引
所
ヶ
川
辺
市
析
か
は
、
補
止
予
算
三
国
交
投
J
ヘ
額
が
県
司
に
決
ま
る
と
、
小
京
ニ
ト
品
川
が
め
次
術
R
4
J
L叫
奈
の
編
成
に
は
慎
重
な
渓

九
ゴ
了
、
〆
、
ニ
二
J
J

、J
冷
つ
〉
子
、
－
U
」に円
3
R
1ム
J
J
d
t
J

害
J
q

バ
ソ
！
て
I

4

7

1

6

1

J

t
プ
方
、
ν

t

J

μ

ヅ

「

宋

L
t
f
l
r
d

山川人待
r
t
J
ゼ
考
え
る
必
民
β

あ
る
t

、
」
絞
り
返
し
公
一
J

し
た
。
こ
れ
に
は
民

指
ん
d

不
双
以
外
の
何
物
て
も
立
し
と
い
う
批
判
が
な
さ
ー
れ
た
〈
こ
の
た
め
J

半
l

泌
が

、
半
比
か
ら

一
千
弘
は
小
泉
純
日
出
片
山
川
の
関

前
市
わ
で
あ
打
、
小
泉
総
坪
の
草
川
右
i

刀
計
に
従
っ
て

L
く
こ
と
が
草
川
本

と
表
E

唱
す
る
騒
ぎ
に
な
っ

い
ま
編
成
し
て
い
る
山
m
u
，y
宵
は
！
糸
小
田
の
テ
口
事
咋
以
前
の
は
況
を
一
別
抗
に
し
に
も
ハ
コ
ヘ

千
円
一
事
件
以
後

竹
中
ー
も
一
七
刊
に
、

の
い
広
況
を
踏
ま
え
、

何
ら
か
日
υ必
ポ
ピ
ほ
か
に
号
、
ス
な
け
が
ば
ほ
ら
ヨ
い

レ

次
補

ιが
必
安
に
ほ
る
と
い
う
宅
え
を
一
小
唆

L

こ
の
竹
中
日
立
を
交
け
て
、
民
間
誌
同
一
も

次
補
」
一
令
求
め
る
よ
戸
を
上
日
る
一

斗
ー
に
は
、

め
る
民
間
議
日
日
戸
、

－E
（
問
議
員
の

4

へ
て
は
、
ん
ー
す
く
小
川
兆
円
心
作
な
は
ず
す
べ
き
だ
と
い
う
台
、
見
て
致
し
て
い
ゐ
u

今
後
問
題
川
町
た

L
C
い
き
た
い

領
も
、
ー
や
る
な
っ

h
兆
円
規
扶
L

と
問
一
μ
し
に
し

一
九
円
の
諮
問
会
一
訟
で
は
、
山
一
議
省
が
て
の
一
兆
円
作
を
必
抗
に
補
王
子
算
規
模
を

「
政
策
決
｛
一
に
プ
ロ
セ
ス
が
不
淀
川
町
だ
）

終
♂
財
政
弘
町
内
会
誌
で
議
ヘ
師
、
〆
て
決
め
る

決
め
た
こ
し
〈
に
汁

v

て、

日
制
全
就
い
が
、

主
か
コ
た
の
か
く
批
判
を
浴
べ

vr

h

｝
れ
は
竹
中
ー
の
振
り
れ
げ
に
よ
る
1
d
一
の
と
あ
っ

け
れ
と
も
、

川
口
正
予
設
が
小
川
河
院
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
小
山
八
心
力
計
だ
》
た
か
ら
で
あ
Q
〉

丸
日
の
政
府
e

守

光
町
紘
一
叫
ん
古
で
小
泉
は
、

燃
を
改
革
に
あ
ん
一
つ
マ
、
多
少
の
マ

f
7
ス
成
氏
、
は

H
パ
え
し
は
円
れ
ば
＼

M
N
が
何
で
も
。
7
7
ス
に
し
芯
：

奥
正

: f＂人法学； S9沼氏） 877 [2什lυI) 
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＂児

？
ノ
ャ
い
け
沿
い
と
、
国
債
を
増
出
比
し
て
い
い
の
か
」
、
「
J

ノ
ラ
ス
で
も
マ
イ
サ
ス
で
也
、
北
畠
な
く
し
て
パ
比
三
な
し
と
い
う
方
針
で
や
っ

て
い
く
」
と
財
政
批
ん
作

tJ渋
川
市
す
一
る
考
え
を
け
協
調
、
ν

て
し
る
c

百合

小
泉
が
竹
中
の
ぷ
川
れ
に
も
か
か
わ
り
ず
、

小
示
に
〉
っ
て
て
の
一
兆
円
相
げ
l
d
市
な
る
政
箭
則
一

姐
な
に
一

。
応

H
机
什
に
肘
H
問
、
ど
ん
の
問
、

A
Z
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
乙

V
7九
口
、
れ
る
。
構
造
改
革
を
政
宗
攻
人
2
〈
す
る
小
泉
町
一
政
時
ー
維
均
戦
陥
は
、
示
気
刊
認
に

ι
ヮ
て

日
識
の
え
詩
人
乞
得
る
の
で
は
な
く
、
構
造
改
革
に
反
刈
一
3
6
1抵
抗
勢

η
ι
の
刈
沃
を
出
向
f
司令、

τ玉
、
山
市
の
支
符
を
集
め
る
〉
一

ジ
7
？
包
り
で
あ
／
二
一
口
そ
れ
ぬ
元
、

一
一
拭
抗
勢
h
H」

世
論
心
支
持

の
要
求
r
u
J
o
J
Q
形
で

プ
〉
兆
斗
仙
件
。
般
業
に
己
い
一
込
ま
れ
れ
ば
、

を
牛
へ
い
、
政
持
統
持
ζ
－

V
三
政
治
的
利
p

サ
を
危
う
く
「
る
ζ

考
え
ら
れ
た
の
セ
あ
ゐ
。

二
ー
ユ
サ
J

、

ー
：

1
b
i
i
l

竹
巾
の
一
d
l山
口
約
一
行
引
所
一
μ
ら
心
地
位
ケ
バ
に
る
こ
と
に
丸
っ
た
と
仮
定
ヲ
ξ
と、

且
い
切
な
規
換
で
の
材
日
出
効
は
、
竹

中
に
と
；
工
、
民
栄
町
叫
ん
す
の
み
な
ら
一
f
J
政
治
中
J利
益
に
も
も
豆
一
〕
こ
2
で
お
う
た
c

川
件
以
気
の
叫
化
か
深
刻
化
FJ
れ
ば

小
泉
政
治
へ
の
世

へ羽の
I
え
は
が
一
離
れ
る
ご
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
う
な
れ
ば
粁
済
政
策
の
責
任
者
2
し
こ
の
t

ト
ら
心
地
作
1
4
0

危
ろ
く
な
る
と
斗
旬
、
入
ら
れ
た
か

ら
で
？
の
司
令

そ
こ
て
汁
中
は

デ
ノ
ミ
は
経
済
的
に
気
分

新
の
効
果
が
み
る
」
と
い
ん
べ

ー
一
浦
一
貨
の
呼
祢
宇
佐
JY
従
更
す
る

ヨ
に
は

一
H
H
向山一叫ん出

一
一
ペ
ノ
ロ
一
二
介
肢
予
算
を
に
ら
ん
だ
別
対
待
保
に
つ
い
て

エ〕
苦言
？？ 

門

ー
個
人
的
同
は
↑
昨
日
候
国
債
り
あ
っ
て
弘
い
い
1
／
出
企
ノ

、J
た
）
十
し
J
仮
凶
円
憤
ζ

は
、
購
入
者
が
決
ピ
μ日
常
化
品
業
た
と
の
社
印
式
に
町
般
ご
ざ
る
栓
利
な
H
h
て
る
よ
、
刊
に
し
た
国
債
の
こ
も
r

で
、
将

来
、
凹
い
小
保
右
ず
る
X
T
I抗
山
口
町
陥
忙
で
き
る
凶
債
の
流
行
な
竹
山
は
捻
支
L
わ
じ
判
刊
囚
情
、
と
依
雪
付
け
れ
ば
国
慎
一
（
け
一
九
け
枠
と

の
別
枠
沿
い
4
一
ザ
ロ
セ
詑
乙
考
え
た
の
で
あ
る
。
ど
が
N
T
T
Uい
は
、
公
ι円
以
4

い
に
の
ん
い
一
め
の
公
的
資
人
士
什
で
発
行
十
る
回
、
h
の
位
選
肘
版

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
川
却
寸
仏
人
は
λ
J
で
に
「
先
取
り
さ
れ
て
い
た
υ

こ
の
た
の
似
午
党
丸
首
の
野
辺
毅
か
ら
は
、
「
竹
J
l

氏
は
い
八

い
売
恵
は
な
い
か
乙
、

の
に
う
ら
刊
っ
て
い
る
ハ
事
坪
！
な
承
佐
川
で
一
一
ー
っ
マ
、
い
る
の
だ
ろ
う
口
粁
済
政
策
の
王
叫
止
を
1rむ
べ
き
だ
E

（以人法学i＂＂に位、前 7品、20](1 j c 



llJ 
叉

第
二
次
補
汗
予
算ハド
に
鴻
止
下
判
早
川
小
川
決
定
J

げ
す
る
と
、

と
↓
円
い
始
め

f
y＼
F

…み
J
1
H
i

ま

↑

l
l
f
L
（
 

2
次
約
花
心
可
活
性
は
否
定
3

〆』ザい

れ
こ
止
小
示
は

一いじ川
J

川
J
、
で
も
、
ー
ア
八
l

ぷ
一
日
い
そ
こ
そ
こ

か
な
い
の
に

お
判
J

も
同
債
m
h
j

ノ
仁
し
て
緊
治
的
町
村
恥
yu
い

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

う
先
制
が
問
追
い
t

と
一
初
心
人
公
古
ノ
＼
」

円
相
周
辺
か
ム
は
、

首
相
と
指
川
財
務
桓
に
け
が
二

1
兆
司
枠
に
こ
だ
わ
っ
て

丁’
U
れ
い
州
市
、

い司令
i

ζ

い
う
土
問
ノ
が
仁
が
つ
で
い

「
マ
ケ
ロ
料
也
訂
正
折
、
乙
L
r
L
一戸わ
M

一
と
も
ら
え
ば
、
ザ
プ
レ
ス
パ

f
－y
ル
や
は
澄
「
る
た
め
ピ

次
補
日
予
算
の
編
成

m
g史
に

と
進
戸
す
る
い
氏
刑
判
議

E
L対
し
と
も

、
i
t

1
4
5
 

ノ

j

l

ハU
己
ベ
ご
｝
1
r
て
か
こ
ふ
れ
ま
で
巾
↓
ιー～つ九九心人

止
し
か
あ
る
わ
か
一
と
↓
止
一
泊
し
亡

一
六
日
に
補
正
予
門
業
が
司
決
さ
れ
て
も
、
小
泉
い
は
一
次
祇
庁
に
つ
い
て
一
考
え
亡
い
ま
せ

ん
一
と
判
一
吉
し
て
い

一
ヘ
刊
に
な
ぺ
て
、

小
説
は
一
次
柿
ー
に
依
く
っ
監
Iι
尚
氏
代

（当時」

に
あ
2

」J
一
山
川
崎
拓
幹
事
長
ー
と
加
膝
紘
一

よ一サ、」一

マJ
判

υ

斗

》

、

ふげJ
L一

ー
京
市

情
勢
が
い
｝
れ
以
仁
川
且
ぬ
く
な
る
、
り
は
な
〈
く
な
い
P

ト
兆
円
枠
は
姿
勢
と
し
て
は
い
い
と
必
う
が
、

ふ
ん
hu
に
ご
ゼ
わ
ら
一
之
く
ν

に
い
い
の

（
加
政
）
、
マ
イ
ワ
ス
成
長
だ
け
は
何
J

し

R
J
h

斗
）
川

u
d
l
m

一《l仏、コ～
ρ
I
J

、

7
｝

1
1
1
v
i
J
4
J
L
一

一止町一

と
進
一
は
さ
れ

小
泉
、
も
門
市
民
悦

勺」、中九戸也、川一

（
／
1
v
p
z
i
 

は
、
「
刊
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
な
と
つ
ぶ
や
い
た
こ
い
号
、
そ
の
路
、
け
れ
市
そ
民
同
一
一
苦
闘
ζ

懇
談
、
）
た
下
げ
に
も
、
小
ぷ
は
二

次
補
正
こ
一
U
兆
円
枠
の
蛇
色
合
性
を
め
ぐ
っ
て
、
「
同
対
へ
の
分
か
り
ゃ
十
さ
乞
ど
う
「
る
ド
だ
」
と
込
べ

コirhv
、

L
O
H
 

、ae
h
z

、？」占ーホ

f
r
p
λ
j
b
t
｝
b
t
 

一
つ
の
案
が
技
不
さ
れ
て
い
た
υ

第
ピ
、

b
兆
円
規
模
の

次
情
ri
を
矧
刊
河
内
、
必
午
誌
は
一
二
Jh円
程
皮
の
M
回
債
を
《
r仁
L
て、

年
去
は
マ
イ
ナ
ス
t
以
長
と
な
る
、
」
乙
を
は
佐
ず
る
、
材
町
の
景
気
重
視
案
、
第
一

次
u
刊五
JrE昨
「
／
、
去
年
立
も
て
（
ソ
一
ん
兆

叫
J
サ
を
f

礼
持
し
て
マ
イ
ト
ス

・
八
%
成
長
会
一

H
Aん
「
る
、
比
川
円
一

二
一
口
兆
円
作
最
後
光
ー
案
、
第
一
々
に
、
小
規
桟
の

次
川
判
r
t
J
V
F｝

？？ 米

: f＂人法学； S9、:c81）お79[2什lυI) 



＂児

編
成
し
、
米

4
ト
肢
は
同
ペ
）
花
川
枠
ピ
維
持
し
て
小
幅
な
マ
イ
ナ
ス
ば
一
試
と
お
認
す
る
、
竹
ル
？
と
え
礁
が
す
も
l

、にへ
u
志
し
て
い

《コ

百合

7

ペ
ヨ
ド
小
泉
ば

「
一
一
打
、
）
か
な
い
よ
ね
と
、
竹
川
市
・
式
藤
充
主
選
択
し
z
l
h
f

収
川
が
一
日
一
兆
円
枠

Jr濠
た
ず
る
方
之
、
一
民

肢
と
竹
引
が

次
補
正
ど
合
意

L
こ
い
亡
、
τ
7
V
ら
L
て
、
川
町
務
省
川
上
に
、
小
泉
ζ

恥
川
が

γ八
h

ア！ドーこ

f
pん
工
一
、
ん
ご
｝
y

」？

1yり

rvrup
－
－
よ
し
す
1

T

L

L

Z

七、
るL

か
L
小
泉
は
、
一
（
〉
兆
司
札
汁
z
ぜ
あ
き
ら
め
な
か
っ

。
そ
こ
で

b
q防
止
コ
は

p

次
袖
正
の
財
源
こ
し
て
、

z
－ι…山
山
田
沼
に
六
て
る
一
川

町民笠
J
J
↓
薬
企
判
別
会
計
か
ら
、
コ
恒
夫
の
N
i
T
株
の
売
却
収
入
分
を
ァ
川
市
ず
る
こ
〉
〕
に
し
～
～
。
、
「
れ
は
将
来
、

一
般
A
U
L
t
子
持
ひ
ら
夜
一

人 i斉
司亡 す
かる
ら Z、
J長
持引
であ
才し る

c涜
才し
う｛許
しノト

ヲ ーに
法 ;1;;
忍ノ つ

iw /. 
史

しま

次
補
正
幻
想
校
（
真
水
で
兆
一
れ
つ

C
C億
円
）
ば
活
用

1
能
な
完
組
以

一一

C
C
一
年
皮
の
出
YHf
新
規
党
行
杭
は
ち
ょ
う
ど

一
心
兆
円
に
抑
え
ら
れ
た
乙

ニ
0
0
一
一
年
度
予
算
案

汁
二
凶
ヨ
」
閣
議
決
定
さ
れ
ー
に
二
心
つ

4
7民
子
宮
丹
市
ゑ
は
、
総
額
八

兆

前
日
比
守
度
当
初
予
μ
与
比

、
ス
ノ
ホ
J

政
υ史
的
杉
山
古
の
一
段
段
仰
は
同
じ
兆
万
四
七
二
y
厄
山
門
（
一
同
二
・

千
円
同
）
と
い
、
っ
緊
縮
予
算
で
、
小
取
は
「
改
前
断
付
PT

算
」
と
名
づ
け
た
f

特
に
公
共
投
資
関
係
費
が
大
腿
に
削
減
犬
、
れ
る

同
ハ
了
七
%
減

1J 

1
M
l
k
刊
の
方
針

い
料
、
子
技
術
創

造二
J

凶
を
巨
お
す
こ
と
い
小
’
丘
り
込
ま
れ
た
こ
に
を
ふ
と
吃
円
、
科
持
γ
妖
術
振
興
青
ば
向
人
山
山
J

た
伸
び
と
な
っ
と

一
「
吋
日
p

h

、ν勾
曽
】
て
次
に
問
叫

i
i
J
t
j
～
「
「

会
議
三
決
心
さ
れ
七
方
針
が
政
策
分
野
加
の
予
算
規
慌
に
反
映
さ
れ
に
わ
け
ご
あ
り
、
子
算
車
市
攻
に
お
け
る
山
仰
の
影
町
ず
々
強
化
？
な
持

認
さ
れ
る
ο

子
持
靖
山
川
げ
い
あ
～
～
り
駅
務
省
は
、
子
鉾
削
減
に
一
泣
い
札
「
司
令
符
川
や
族
議
門
司
に
対
し
て
、

ー
諮
問
会
議
一
り
決
定
に
反
し
ま

γ
よ」

（以人法学i"" に料、京別、20](1 j c 
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ソ
殺
し
丈
h
L
J

を
多
用
し

小
泉
内
閣
で
は

こ
の
や
り
ト
作
d

が
叫
に
け
、
り
れ
た
た
め
、
省
叫
が
、
臼
足
党
と
り
諮
問
会
議
の
方
を

日
円
／
、
ぷ
ニ
ノ
同
い
ム

hu

子
宮
γ

編
成
に
お
け
る
i
J
U～
の
影
響
力
は
低
下
、
ザ
た
c

合
一

こ
の
「
ざ
い
財
務
省
は
、
成
山
山
削
減
古
美
氾
「
る
う
去
で
は
諮
問
余
議
を
日
吊
し
た
干
し
か
、
ー
そ
の
一
方
で
、
自
ら
の
先
ぷ
祥
院

争
点

ν

司、J
り
し
「
米
中
i

U

ヴ
l

、
い
わ
uり

f
号

、

1

J

J

】

L

は
民
胡
議
門
川
い
ー
か
ら
円
満
の
士
一
戸
が
卜
が
っ
て
い
九
一
」
皆
同
に
、
諮
問
会
訟
で

（τJ相
、
さ
れ

既
存
心
成
品
を
一
3
兆
円
削
h
、
雪
弐
分
野
に

2
h
m円
門
配
分
」
7
る
こ
い
、
、
方
針
が
決
町
、
り
れ
た
も
の
の
、
そ
の
方
川
討
し
灼
り
に
子

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

省
汁
が
潟
成
さ
れ
て
、
る
の
か
、

の
寸
つ
に
笹
山
況
な
も
の
を
削
っ
て
、
有
効
は
も
の
を
人

h
J
お
ル
つ
か
ら
諮
問
会
議
に
説
川
町
が
な
く
、一郎

、
｝
乙
に
ー
は
判
が
は
さ
れ
に
。
実
際
り
T

工
一
ろ
丸
谷
川
づ
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
と
、

れ
に
の
古
、

不
明
の
ま
ま
設
計
耐
決
定
に
仕
る
t

そ
れ
は
一
重
点
分
野
」
に
入
る
と
、
ド
工
張
し
＼
予
算
全
交
求
し
て
く
る
た
め
、
重
凸
J

分
野
へ
の
優
先
的
野
分
は
あ
ま
り
一

J
守
’
＼
レ
か
な

J. ,, 
_. 

そ
し
亡
こ
の
こ
と
は
、
財
務
省
の
及
川
首
士
増
や

1
」
と
に
つ
な
、
β

っ
た
C

2

の
史
求
PLP十
算
十
つ
け
る
の
か
土
決
め
る
の
は

主
計
い
珂
だ

m
T
U
で
あ
る

復
活
折
街
川
市
の
1
0
0
沼
戸
一
一
日
調
緊
川
町
湾
は
お
か
し
い
－
と
い
う
批
判
も
ほ
さ
れ
た
c

ー
に
均
五
尚
、
川
：
コ
立

1
4

｜一
F

7

r
f
J
i
m
－〈

以前

枠
を
諮
問
会
議
で
決
め
に
の
に
、
引
務
省
、
1
1判
勾
の
さ
じ
加
減
の
き
く
つ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
う
え
』
吉
認
め
る
わ
け
り
に
は
い
か
な
い
と

一
6

い
う
の
で
め
る
U

こ
の
似
日
折
衝
弘
、
、
一
下
副
司
に
成
豆
ん
ど
H
J
え
る
仕
組
み
て
あ
ハ

」

し〉

の
の
一
二
可
茂
子
羊
さ
も
、
ん
約

兆
日
（
ハ
）
（
ハ
ハ
）
仮
円
の
「
隠
れ
仙
人
す
が
活
用
さ
れ
た
乙
住
数
の
特
別
会
計
で
、
隠
れ
叩
令
解

消
に
向
日
実
施
が
子
宏
さ
れ
C
い
た
改
革
年
九
送
り

ν
た
り
、

過
去
の
山
山
全
の
返
v
p
E見
送
ワ
た
り
？
ー

さ
ら
に
は
り
一
年
十
点
マ
ア
位

vr

Jr？
川
人
れ
ず
心
の
山
富
「
、
ι
Jれ
れ
倒
L
C絞
り
人
れ
る
こ
い
つ
で
こ
と
が
な

3
れ
た
。
こ
れ
に
d

り
同
依
然
p
f
mは
ぎ
り
ぎ
れ
一
む
お
円
ピ

次
補
rt
や

ハJ
C

年
皮
JFM昇
で

隠
れ
約
金
」
を
γ

山
田
川
し
た
こ
ζ

に
対
L
て
は
、
ー
一
兆
円
怜
の
れ
を
取
り
、
山
政
司
廷
の

: f＂人法学； S9、:c8"） 出j [2什lυI) 



＂児

突
を
捨
て
ιj

と
い
列
る
r
川
さ
も
あ
っ
た
｝
し
か
し
小
泉
は

「な

V
Gか
ふ
ご
つ
い
う
知
山
？
の
あ
っ
た
か
と
r

う
ま
い
へ
（
て
く

y
J人
ム
ヨ
人
力
戸

E
げ
ん
円
＼

り
が
あ
っ
z
J
な

J
一
宮
川
内
れ
る
そ
ぶ
わ
は
な
か
パ

一
一
口
兆

H
枠
は
政
資
制
十
7
？
M
Y
」い
λ

以
に
、

政
治
的
利
v
M

」
心
こ
し
」
h
d
p
円一号、勺、

百合

の
問
題
に
な
コ
て
い
丈

i

改
革
と
展
向
日
正
」

竹
中
は
か
ね
て
よ
り
、
日
本
で
は
マ
ク
ロ
経
済
と
財
政
け
盆
合
性
J
T
2
っ
た
中
川
町
同
町
込
L
な
し
に
粁
済
運
守
口
が
一
い
や
れ
て
い
る
J

い

う
不
満
を
泊
い
て
ー
、
た
n

て
こ
で
子
第
石
川
伐
／
一
J

ク
U

ι’
崎
将
俊
一
り
中
知
的
な
刻
点
で
件
前
半
八
戸
川
山
川
に
管
迂
で
き
る
、
寸
つ
に
す

ヲ
G
L
h

、山川町、

ア
メ
リ
カ
む
予
算
数
字
引
に
合
王
、
れ
て
い
る
続
出
川
対
政
5
中
間
け
ん
湿
し
の
よ
う
午
も
の
を
策
む
し
、
公
表
し
よ
う
と
考
え
て
い

川、－一一
n
L
P
ホ

J

I

t

－

－

 

hx二
人
可
ム
月

ι
「再
V
L
Z
改
革
と
経
済
財
は
の
中
院
展
望

三
改
革
と
展
望
｝
と
し
て
公
衣
さ
、
れ
行
。

そ
こ
℃
は
、

一
一
ハ
ろ
田
午
度
以
持
L

実
笠
一

六
%
成
長
乞
川
出
す
、
ン
ナ
リ
寸
が
指
か
れ
、

ペノ一

ch代
初
頭
に
ブ
ブ

イ
γ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
古
里
…
乍
化
寸
る
は
需
が
帰
り
込
『
ぶ
れ
た
J

「

ザイ岳

、

f
L
h

問
む
れ
湾
川
町
政
皮
切
で
に
つ
い
こ
は
、

r川
r
m
C
予
MH一市一

成
が
制
約
宍
れ
る
こ
と
を
嫌
う
剃
務
省
治
山
足
先
の
反
乱
ず
も
あ
り
、
内
悶
市
川
が
作
成
し
こ
安
ノ
ソ
之
官
ハ
軒
L
Y

い
う
低
限
付
げ
と
さ
れ
ら
j

d

こ

の
参
考
試
算
で
は
、
公
兵
役
資
関
係
費
ナ
ピ
ト
性
皮
一
%
ず
つ
削
減
し
、

斗
作
間
で
一
九
九
ひ
九

。
こ
ろ
の
水
平
に
ま
で
よ
併
と

す
と
い
う
崎
捉
が
符
か
れ
て
い
た
－

」
の
式
皆
J

目
、
あ
く
ま
で
「
参
考
に
過
ぎ
な
い
と
強
制
則
さ
れ
た
、
も
の
の
、
そ
の
内
問
、
公
共
事
業

脊
ハ
ピ
着
実
に

、
〆
て
い
く
拠
り
所
：
J

て
沼
山
犬
、
れ
る
こ
と

門
的
配
〕

本
一
戸
川
心
山
川
村
に
コ
い
て
は
、
山
内
ゴ
J

政
u

J

研
究
メ
パ
～
人
阪
十
ヘ
斗
」
、
↓

の仲吋止
J
J
ρ

ム
は
、
多
く
り
I
H
設
な
コ
メ
ン
ト
十
点
較
し
LJ

｛
パ
一
口
九
年
九
月
へ
川
｝

に
て
誠
苫
ず
る
阪
会
ピ
伴
て
よ
ご
山
席

し－
A
V
し
な
か
ら
、
千
4
t
ー
の
出
力
沢
民
乙
町
間
的
制
約
り
に
め
、
本
摘
で
は
、

（以人法学i＂＂に郎、同 2:zorn 1 ' 



ヲ二、
1

〕
た
コ
メ
ン
h
4
7

〆
一
｜
分
に
生
か
与
れ
オ
は
い
な
い

コ
メ
シ
ド
～
の
お
之
と
と
も

r、
r
u
v
）
し
一
、
心
お
詑
ひ
い
γ
平
し
｝
げ
～
い
r

（）（、百九総選不i立戸におi:；・：，、泉I?1！：年九亡の子草相成（

イ
什
口
松
山
、
一
川
県
長
照
時
三
時
ご
一
文
グ
る
政
治
改
古
心
攻
以
べ
仰
の
J

伐
は
寸
先
打
れ
ん
J

」
刊
斗
で
は
な
い
一
古
川
人
公
論
〕

同
月
号
、
一
じ
ハ
一
ヘ
川
豆
、
汁
ド
ム
出
帆
許
相
主
配
二
平
孜
治
の
変
貌
一
中
火
必
論
判
打
、

r

ノf
、
六
住
I

一2
一
二
日
以
門
型
例
と
し
て
、
政
治
討
論
家
の
い
f

山
い
い
！
人
川
仰
が
常
げ
ハ
一
れ
る
r

同
引
は
、
、
ノ
仁
阿
午
仰
い
司
に
い
版
L
た
、
世
間
公
団
足
品
化
の
門

課

な

ぜ

改

H
i
？
は
ベ
取
7

た
の
h
J』

P
H
n
r
k川
刊
訂
J

一ノ一一、叫
4

に
お
い
て
、
心
路
公
7
↓
山
～
サ
ワ
は
失
敗
に
終
じ
っ
」
乙
示
7

、
て
一
れ

ま
で
の
ト
京
Jh店
主
訟
指
J

う
れ
ば
、
「
か
け
I
F
ー
だ
日
日
｛

J
i
～
杭
弘
、
に
は
わ
コ
ご
い
る
」
と
断

γ
－t
い
る
「

L

U

ム
ハ
ノ
灯
、
↓
〈
U
口利一一比

月
」
は
、
－
h

民
机
部
幸
和
一
品
川
ポ
芝
川
の
迫
読
を
つ
り
～
ru
～
ー
汚
語
い
ロ
ハ
一
ハ
一
i
’
寸
、
ど
？
の
仙
川
ぺ
小
泉
は
一
宮
併
と
浪
該

国
口
が
利
川
合
致
戸
止
、
官
怖
を
宇
っ
ザ
ふ
叫
に
官
僚
内
一
利
抗

v
b－4
仲
村
ね
ら
一
る
と
い
フ
作
山
ツ
戸
山
快
挙
1

乙
在
？
）
道
け
ん
と
…
支
賛
よ
I

J

一
三
郎
政
川
引
い
川
内
庁
山
？
予
γ
め
＼
る
γ以

ι泊
戸
山
つ
い
て
は
、
肘
内

t抜
『
白
見
允
は
殺
さ
札
、
一
”
「
ヴ
ク
、
一
寸
一
ヘ
J

川九十、

um止
川
志
『
お

以
士
一
日
一
制
日
戸
「
一
一
町

U
、
六
ハ
五
午
、
を
事
山
「

（

4
一
一
よ
川
連
よ
注
「
？
】
ハ
υ
門戸、
i
な
選
本
後
に
お
日
る
政
草
f
J疋
過
程
刀
夜
桜
一
「
恒
国
字
引
が
一
一
↓
ー
ヶ
、
一

一
六
二
向
パ
山
総
一
千
竺
両
氏
在
世
一
福
七
h
h
r
p

ゃ
民
間
帯
－
際
公
部
ι
時
一
汀
v何
日
新
民
間
一
い
一
岬
工
作
同
位
、

ノ
一
〉
土
ヰ

ハ
ハ
十
円
、
寸
同
六
人
民

ヘ
〉
ご
介
、
一
一
一
二
五
八

？
b

一
ら
ん
だ
、
と
「
で
注
5
す
べ
き
は
、
グ
ク
ロ
何
日
山
競
技
v

閉
し
て
は
、
従
来
の
吉
村
も
、
勺
J

な
り
hM
い
μ
九州
γ
心
、
ど
件
コ
て
い
た
こ
二
い
よ
り

f
b
J
W
一
時
円
〔
幻
影
山
神
力
日
放
，
、
、
向
凶
作
の
う
グ
ン
ソ
プ
カ
掛
川
能
L
な一刀の
P

の
は
、
公
軒
町
小
川
p
p

仏
門
別
砂
、
メ
ド
ノ
・
レ
ベ
ル
一
、
前
出
｛
及

川
口
て
の
子
算
一
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
）
に
明
L

主
よ
m
J
た
に
一
）
U
V
｝
と
は
民
述
す
る

ヘ7
一
川
出
LVγ

一
妊
治
日
山
政
諮
問
三
一
成
位
、
け
恒
吉
ヘ
日
」
出
中
間
同
山
k
v
一
川

Jr
中
丸
省
庁
改
本
｜
｜
料
開
ド
口
市
2
九
ド
指
し
↑
r

一
こ
の
回

力
川
J
J
L
U
J

口
十
川
評
玲
付
、
じ
～
ノ
ヘ
ノ
ド
f

三
七
日
c

正
一
）
内
山
融

γ小
川
此
枠

1

川
町
ス
の
汁
相
」
は
何
ル
変
↑
／
～
心
か
中
央
公
論
判
什
、
二
、
リ
U
七
八
仏
、
同
人
λ

円ハ）

一Q
L
一
j

一
い
凶
同
問
、
山
一
伺
一
小
泉
政
権
、
立
二
百

一日
J

川
大
哉
官
僚
の
14ノ
む
に
つ
い
＼
単
純
に
幻
衛
じ
州
政
士
宅
叶
三
コ
る
こ
と
に
は
な
く
、
「
ー
一
、
い
J
U
予
ヰ
ヘ
｛
U

E
部
刀
が
ふ
モ
双
山
木
一
山
に
れ
便

ー
き
る
一
J

う
な
貯
は
渋
川
山
、
ナ
J

r

ホ
わ
ち
、
比
半
「
～
ウ
ヘ
小
出
円
万
？
制
約
む
か
け
る
」
よ
な
貯
は
状
民
の
縦
長
を
い
h
作
L
、い
F
匂
L

こ
土
訴
し
一
心
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は
、
此
m

f
苦
心
川
護
浮

f
で
あ
る
c

加
蒋
守
十
持
制
改
不
と
官
僚
制
点
仁
八
J
f川
版
ヘ
バ
、

f
f
p
J

じ
小
、
六
七
一
寸
IJ

し

ヘ口一

c
cー
へ
九
十
の
夜
中
川
＠
立
入
休
一
J

山
中
正
日
パ
れ
に
J

ノ
工
、
日
談
山
口
が
、
成
山
削
減
乙
減
税
に
よ
り
小
弐
一
手
l

山
政
出
」
七
d
E持
A

一
九
汁

M

h

J

の
1

卜
行
混
一
路
般
に
J

川
叫
し
、
消
費
ね
い
泊
料
に
円
」
、
定
程
度
の
討
以
内
倍
以
が
て
は
引
1

4

の
は
、
と
の
た
め
℃
あ
る
〔
｜
川
記
之

進
、
吉
見
〉

U
O
一U
作
総
主
宇
伎
に
お
け
れ
V

政
殺
は
定
通
押
り
変
容
P

一門
ι
一
小
泉
政
棺
ぷ
則
凶
器
滝
政
以
来
を
道
民
る
」
ょ
の
円
り
活
安
て
あ
っ
～
一
に
体
。
改
革
一
～
u

勺
v

て
は
、
紙
幅
（
whn叫
ん
円
ト
、
不
柏
て
は
検

討
で
き
な
い
「
れ
に
つ
い
て
は
、
北
川
百
二
作
休
改
T
に
、
る
い
山
史
池
方
交
付
怖
の
ノ
ペ
へ
ρ

1

寸
〈
み
の
は
ム
仏
、
》
受
取
の
進
展
、

コ
灯
時
結
」
東
主
ヘ
j

ヂ
引
J
F

おれ
J

研
究
…
川
制

n

史
わ
れ
た
、
」
記
」
を
詞
メ
て
〔
l

］
小
東
北
市
、
の
川
代
主
収
ポ
ウ
ナ
出
版
会
、
二

υ

（
い
一
六
年
、
ん
二
日
九
日
、
北
村

E
r叫
ん
則
此
の
わ
ー
パ
〆
十
一
一
サ
相
有
斐
問
、
一
ハ
〉
一
〉
九
年
、
一
山
、

τー
で
を
ム
ゼ
附
さ
れ
ι

i

L
＼

一日
J

一
同
口
制
問
一
一
一
ぺ

7
一
と
何
日
＝
口
伝
説
川
、
本
経
済
新
刊
州
政
出
品
縦
一
政
治
峨
域
小
川
h
改
常
し
r

ば
判
志
午
へ
ー
経
済
新
珂

社
、
↓
心
ハ
年
、
九
五
只

ヘ
比
一
日
字
経
済
戸
「
一
一
山
パ
リ
市
品
樹
、
前
週
一
政

yU恥
壌
で
〕
〕
己
九
頁
〔

五
一
、
リ
〈
リ

ι斗
戸
d

じ
？
の
指
示
院
本
会
議
心
誠
半
対
同

v
国
会
図
書
法
ト
ド
ム
ペ
ー
ジ
の
川
九
百
P
J
y

一
一
需
品
検
索
ノ
ス
ア
ム
ニ
E
句、

「
L
L
S
コハ一一

mc
句、一かパナ全日川

ぺ
い
ザ
竹
中
J
Y
J件

R

J
注
目
川
氏
れ
川
治
岐
川
町
会
訣
一
心
八
ハ
ノ
日
今
ペ
ミ
モ
勺
ド
司
、

J
h

九
九
句
、
川
七
一
日
ι
λ
Y
J

ヘ口一

μて
平
「
時
弘
刑
法
改
サ
ホ
の
丘
一
夫

μ

ド
ド
岐
ヘ
日

ζ
一
戸
ド
木
終
い
済
前
間
打
、
川
、
九
八
午
、

cfLR

ヘ
刊
ぬ
）
口
口
V

N

成
、
前
招
円
『
情
泣
山
、
υ桔
の
向
て
つ
一
、
ァ
I

じ
れ

一
冷
一
ぜ
竹
中

l
夜、

d
お
一
博
ー
に
ー
は
仕
事
？
の
戸
了
へ
一
、
六
六
円
f

ヘ
叩
ー
で
～
品
川
は
、
三
一
五
円
の
志
ば
、
最
初
r
w
m
吋
附
の
乙
吉
、
｛
「
中
で
に
什
R

山
げ
ド
は
れ
る
士
で
の
リ
片
山
｝
、
以
ペ
ー
提
案
し
↑
r
u

小
I
A
J
六
一
心
は

ぞ
れ
J

、
ぃ
：
ー
一
三
飛
び
つ

ρ
た
日
主
＝
〕
亡
い
る
一
広
川
県
一
任
械
の
政
健

f
ズ
、
、
ク
ノ
ン
こ
へ
ノ
］
／
ノ
、
、
ク
ス
火
山
託

詳
剣
山
靴
升
、
一
ハ
ハ

t
R
、

六

一

立

川

口

「

ふ
一
一
清
侭
庄
、
人
円
邸
一
一
包
7
｜
｜
小
れ
純
郊
の
革
命

U
本
経
斉
新
聞
社
、
一
（
一
ヘ
ノ
九
年
、
二
明
一

品
七
竹
中

l
球
、
対
校
一
能
U
改
革
門
J
民
主
で
す
こ
日
ι

一
お
、
判
「
1

刻
問
』
一
一

C
勺
一
九
十
川
月
一
一
己
れ
い
川
副
一
い
、
い
八
月
八
口
判
明

ρ
）

＂児百合

同
山
口

こ
の
他
に
も
、
小
点
情
作
凶
店
、
u

ー
内
の
何
一
決
、
忠
一
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叫坤し
U
Jへ
の
見
守
山
し
、
川
山
以
事
長
氏
以
叱
の
怜
辻
、
思
｝
屯
万
（
り
山
川
町
山
山
叶
の
『
山
山
岡
、
）
わ
ゆ
と
、
多
く
の
政
策
点
州
出
に
つ
い
t
内
閣
の
万
一
む
い
が
桁
れ

：，
i

－J

フ
℃
こ
じ

〈

r
A
j
o
v
t
ι

ヘ
吐
一
）
口
口
山
間
十
、
前
拐
す
い
作
文
忠
一
、
、
六
T
H
J

一r
J
v

試
売
却
関
口
市
相
川
一
吐
い
い
ん
党
を
抜
L
た
出
力
ト
ポ
以
推
古
ノ
F

L

j

り山内
γへ
一
品
川
計
、
二
、
、
ノ
苛
小
、
一
一
丸
、
竹
中
品
川
出
、
，
T

抱
一
「
把
支
配
一
今
L

、
立
民

（
お
｝
さ
、
コ
に
竹
山
は
ニ
ハ
ノ
〈
ノ
イ
尽
に
つ
い
え
は
、
こ

1
3
V
に
ハ
十
マ
パ
ィ
の
凶
で
ほ
め
に
止
る
こ
、

ν
口
町
叫
長
に
F
一J
r
h
p
t
を
一
九
段
L
た
一
転

い
剥
間
』
〈
U
ハ
」
i
f

ハ
月
口
付
朝
可
ド

コ

守

山
w
H
U開
づ
一
一
）
一
’
斗
；
4

月
九
日
付
朝
刊

一
却
、
こ
の
人
乙
口
ば
点
間
三
ユ
誌
の
γ

北
半
誌
に
は
一
号
、
、
れ
て
い
1
J
い
じ
終
日
目
以
諮
問
会
議
日
）
京
市
ヤ
録
、
式
事
吏
百
は
、

υ
h
m
貯
は
諮
問
ふ
ぺ
議
ド

ム
ヘ
？
ン
テ
ヨ
＼
方
気
者

F
2
5
7
5
5五
戸
、
弓

E
L
2
ぎ
J

壬
に
公
開
さ
れ
て
し
勺
）

（
出
一
以
、
コ
吋
詩
宮
市
小
茶
俳
乃
f
人
疋
川
店
門
吋
に
つ
い
て
は
、
読
f

八
品
開
政
ム
川
一
川
町
、
出
科
「
ハ
民
止
中
畏
；
浜
川
』
、
仁

川
川
、
前
掲
小
泉
政
柱
、
以
八

h
C
R、
清
ぶ
真
人
、
前
尚
一
3

応
ヱ
等
、
日
一
二
力
二
六

五

一

転

H
Z同
一
一
つ
一

ι
ヘ
月
八
日
吋
朝
刊
υ

ヘV
ご
一
判
ド
新
聞
F

↓
一
コ
ロ
一
年
八
月
二

I

付
朝
叩
i

へお）

3

判
H
一
札
宥
づ
〔
一
一
二
年
八
月
日
叶
軒
円

一弘
v

J

則

1
新
聞

ζ
〈
）
一
主
代
円
一
一
川
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